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　私たちの病院は、タイの東北部にあるマハサラカム

病院との交流を始めて20年になります。1993年に

当時の片岡和男院長とソムサクディ院長が「医師・看

護師の相互交流プログラム」として互いの病院を定期

的に訪問することを決めたのが始まりですが、片岡先

生はそれより以前に、1980年にカンボジア難民がタ

イに流入した時の難民医療救援チームとしてタイのサ

ケオに赴かれた経験があり、ことのほかタイとの交流

に思い入れがあったことも背景にあったようです。

　1回3～4人ずつの行き来で、当院からはこれまでに

35人が訪問し、タイからは34人が岡山に来られてい

ます。私は3人の同僚とともに当院の第10番目のグ

ループとして昨年12月2～10日まで訪問してきました。

マハサラカム病院はベッド数472床、医師数70人、看

護師数518人で、当院より少し小さめの規模ですが、

外来患者数や入院患者総数は当院よりかなり多く、外

来や救急センターでは患者が所狭しと溢れていました。

入院の多い上位7疾患は、白内障、胃腸炎、虫垂炎、

尿路結石、分娩、肺炎、デング熱とのことで、がんや

消化器疾患が多い当院とは大きく異なっています。医

療制度や医療設備、病院の役割、扱う病気の種類と治

療などいろいろな点で異なる2つの病院ですが、医療

人として共通することは多々ありますので、互いの病

院を理解し友好を深めることが大きな目的であります。

　滞在中に約30人の病院職員の方々と会いましたが、

その多くは岡山に来られたことのあるメンバーであり、

皆さん満面の笑みで迎えてくれました。病院の玄関や

エレベーターの中に私たちの顔写真入りのポスターが

貼られ、通された会議室には「マハーサーラカーム病

院にようこそ」と日本語で書かれた横断幕が掲げられ

ており、病院を挙げての歓迎ぶりには少々戸惑いを感

じるほどでした。

　しかし私が特に驚いたのは、病院の公式行事とは言

え、応対してくれた一人ひとりの職員がとても誠実で、

親切で、一生懸命に温かいもてなしをしてくれたこと

でした。これはおそらく交流プログラムのメンバーと

して実際に体験した人たちが増えて、受け入れ役の大

半を務めているからなのでしょう。その中の一人に、

1993年に第1番目のグループとして来岡されたナ

リーさん（元副看護部長）がおられました。彼女は

昨年、定年退職したのですが、今回私たちのために

わざわざ案内役と世話役を買って出てくれました。

1回少人数ずつではあっても20年間で確実にプログ

ラム体験者が増えたことは、いつの間にか友好の絆が

太くなり信頼感のある交流へと成熟してきているよう

に思われます。

　今年は私たちが受け入れる番ですので、しっかり

おもてなしをしなければなりません。

新病院の地鎮祭を行いました
　1月8日（水）午前10時から、新病院建設予定地で地鎮祭が挙行されました。

　式には、岡山県済生会の伊原木会長をはじめ済生会関係者、設計・施工業

者等合わせて65名が参列し、工事の安全を祈願しました。

　新病院では、当病院の理念である「あらゆる人々に手をさしのべる済生の心

でまことの医療奉仕につとめます」を実現するため、地域の基幹病院として、

急性期対応機能の拡大、療養環境の整備、大規模災害時対策などを重点目標

として再整備いたします。

　これからも、地域に開かれた病院として、入院・外来それぞれにおいて質

の高い医療サービスの提供を目指します。

　2月1日（土）から、新病院の建設に向けて本格的な工事が始まりました。工事中、近隣の皆様には工事車両の出入りや

騒音等で大変ご迷惑をおかけしますが、どうぞご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
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　当施設は平成24年2月に開設され、ちょうど3年目

に突入したばかりのフレッシュな施設です。当施設に

隣接する済生会吉備病院が、岡山市からの移譲を受け

て平成18年4月に開設した際、「吉備病院は将来、高齢

者医療の拠点施設にすることが望ましい。このために

は、病院に老健施設を併設すべきである」という岡山

県済生会の方針に基づいて開設されたユニット型介護

老人保健施設です。
　

今までの生活を継続できるように環境を整え、1人ひ

とりの生活習慣や好みを尊重し、

24時間の暮らしをサポートします。
　

　介護老人保健施設　備中荘は、全

室個室で、1ユニット10名のユニッ

トケア体制により家庭的な雰囲気の中で、お過ごしいた

だける施設となっています。

　ご家庭での生活が困難な方に対して、医学的管理のも

とに看護・介護・リハビリテーション等、多職種協働に

より、良質なケアサービスの提供に努め、「在宅復帰」「生

活リハビリ」「地域密着」に取り組んでいます。

　また、済生会吉備病院、岡山済生会総合病院および関

連施設、地域事業者様等との連携により、老健施設本来

の使命を果たすべく取り組んでいます。

　備中荘ショートステイ(空床利用型)は、

ご家庭で療養されている方に、短期間、入

所していただき、日常生活に必要な「生活

リハビリ」等を提供させていただきます。

  入所対象者 
◇介護保険の要介護認定で要介護1～5に認定されている方

◇病院等から退院して、家庭生活への適応訓練の必要な方

◇ご家庭において歩行、食事、入浴、排泄、衣服の着

脱等が困難で生活機能訓練が必要な方

  短期入所対象者 
◇介護保険の要支援・要介護認定で要支援1～2または

要介護1～5に認定されている方

◇ご家庭での生活を継続するために介護および生活機

能訓練が一定期間必要な方

自立を目標として、1人ひとりに合わせたリハビリ

テーション・介護サービスを提供します。
　

　備中荘デイケアセンターでは、在宅で

療養中の方に対して、必要な日常生活の

援助を行うともに、健康チェック、入浴・

食事サービス、リハビリテーションおよびレクリエー

ション等を行い、心身の機能の維持ならびに回復を図る

とともに、趣味やクラブ活動への参加を通して、自立した

在宅生活ができるよう支援します。

　介護認定で要支援に認定された方については、専門ス

タッフのもとで個別に簡単な器具等を用いた運動機能向

上を目的とする機能訓練を実施し、日常生活上の自立支

援を行います。

  通所対象者 
◇介護保険の要支援・要介護認定で要支援1～2または

要介護1～5に認定されている方

◇ご家庭での生活を継続するために生活機能訓練が必要な方
　

　開設後、関係各位の皆様方のおかげをもちまして、順調

にご利用をいただいております。

　利用者、ご家族の皆様からもご好評をいただき、引き続き

「利用者本位」のサービス提供、済生会吉備病院と連携して、

地域に根ざした信頼される施設創りに努めてまいります。

　ご利用に関するお問い合わせ等ございましたら、お気
軽にご相談ください。

備中高松まほろば祭り(H25.10.27)
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入所施設 介護老人保健施設　備中荘 定員 60名
備中荘ショートステイ 空床利用型

通所施設 備中荘デイケアセンター 定員 20名

吉備病院・備中荘合同夜市
(H25.8.2)

所 在 地 岡山市北区高松原古才600-5
電　　話 086-287-3332
相談窓口 (入所)相談室主任：竹下　

(通所)デイケアセンター主任：百田
※ホームページ(岡山済生会総合病院ホームページ内掲載)
http://www.okayamasaiseikai.or.jp/bicchuso/
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